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大谷修司*・中野武登叫:秋山優先生のご逝去を悼む

Shuji Ohta叶¥TaketoNakano**: Obituary: Dr. Masaru Akiyama 

(1928-1998) in memoriam. 

秋山先生は， 1928年 12月 l日東京都に生をうけら

れました。1953年北海道大学理学部植物学科をご卒業

され， 1953年4月から 1957年4月まで旭川来高等学校

で教鞭をとられた後， 1957年5月に島被大学文理学部

の助手として赴任され，教育学部の講師，助教授を経

て1971年には教育学部の教授に就任されました。1982

年4月から 2年間教育学部長を務められたほか，附属

小学校長，図書館長，評議員，島根県公害対策審議会

水質部会長などを歴任されました。i菜類学会では，

1976-1988までの 12年間編集委員，また評議員を 198ト

1984， 1987-1990の計8年間務められました。このよう

に秋山先生は研究はもちろんのこと，教育，大学の述

営，地域の発展に大きく貢献されてました。

秋山先生は，臼本の土壌i渠類研究のパイオニアー的

存在であり，研究対象は 日本国内だけでなく南極，:1ヒ
極の土擦にまでおよんでます。1960年にはFritschileJla

を日本から初めて報告され， 1965年には日本で初めて

北海道かられl'純までの土嬢藻類フロラを報告されまし

た。1967年には南極産土壌藻類フロラに|期して，培養

によって 32穫を報告されています。1986年には著書

「藻類の生態学jの中で土壌藻類の生態について詳し

く紹介されており，土袋藻類の生態を研究するものに

とって貴重な文献となってます。

秋山先生は， 1972年11月に第 14次商事E観測IJ，夏隊

員として参加され，短い滞在期間にもかかわ らず， iM 
底の堆積物，氷雪渓類などについて詳細な研究をされ

ています。さらに，自ら南極に赴かれただけでなく，国

立極地研究所の生物医学専門委員を 1974年から 1991

まで17年の聞にわたって務められ，南極観測計画に多

大な貢献をされま した。南極産陵水藻類の分類，生態

に先生が果たされた役割は多大で，先生が始められた

昭和基地周辺で土壌藻類を用いた環境モニタ リングは

現在も後進に引き継がれ行われています。

秋山先生は，宍道湖，中海の藻類にも興味を持たれ

赴任されてから退官まで研究を続けられました。種の

季節変動，年変動，水質環境との関連性に関してほう

大な貴重資料が蓄積され，その20数年間にわたる研究

成果は「宍道湖・中海水系の藻類Jとしてまとめられ

ました。先生の長年の研究により，宍道湖 ・中海にお

ける大きさが 10JUTlを越えるような種類についてはほ

とんどの種組成が明らかとなりました。

1986年以降はアレロパシーに興味をもたれ，水草，

コケ，地衣類が藻類の生長を抑制する効果を有すこと

を報告されており，また，南極のペンギンの巣から採

取された糞には藻類の成長阻害作用があることを報告

されています。

秋山先生は，とても気さくで，よく講義中も駄酒落

を発されたそうです。また，先生が新入生に向かつて

研究室紹介をされると，多 くの学生が先生のお話に

ヲ|っ張られ理科研究室に集まって来たそうです。先生

の研究室は，おびただしい数の文献と書籍があり，壁

の全面にぎっしりと詰め込まれており，その中に埋

まって研究をされていたお姿が印象に残っています。

さらに，秋山先生は音楽に造詣が深く，北大時代から
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音楽同好会の指揮者を務められていました。また，日

本現代音楽協会に属され，バレエ音楽などを自ら作曲

されていました。先生のお嬢様には音楽に関係のある

お名前をつけておられます。

秋山先生は，ご退官されてから急に体調をくずさ

れ，札幌で療養生活に入らました。奥様をはじめご家

族の手厚い看病にもかかわらず， 1998年11月11日，急

性腎不全のため札幌でお亡くなりになりました。先生

のご葬儀では，先生の作曲による「神々のユーカラ

(オーボエとピアノのための)Jの流れる中，お別れを

しました。謹んで秋山先生のご冥福をお祈りします。

享年69才。
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